


　　尿中代謝物の検査該当の場合、対象となる物質が体内で代謝される時間が比較的短いため、有機溶剤作業後の所定の時間に採尿
　　することで、より信頼性のある暴露データを得ることができます。
　　使用溶剤による採尿方法は下記の通りです。

検査内容 採尿方法

キシレン メチル馬尿酸

N,Nジメチルホルムアミド N-メチルホルムアミド

トルエン 馬尿酸

ノルマルヘキサン 2,5-ヘキサンジオン

エチルベンゼン マンデル酸

1,1,1-トリクロロエタン

テトラクロロエチレン

トリクロロエチレン

【◆注意事項】

　・必要量（尿）：１０ｍｌ

   　 ※　一般定期健康診断等も併せて受診される場合、事前に採尿容器をお送りして早朝第一尿を採尿いただいておりますが、尿中代謝物の
　    　　　検査該当となる方につきましては、健診実施時に別の尿検査がございます。検査直前のトイレはできるだけお控え下さい。

　・飲酒の影響：採尿の前日から採尿を終えるまで飲酒は控えてください。

　・飲食の影響：すもも・いちごなどの果物、栄養ドリンクや、ある種の清涼飲料水には「安息香酸」が含まれています。検査に影響が
　　　　　　　　　 　ありますのでこれらの飲食は検査前日から摂取を控えてください。

【◆関連事項】
　　鉛検査の採尿に際しては、該当している作業に従事している期間であれば、任意の時間の採尿で構いません。

  有機溶剤・特別有機溶剤関連検査の採尿について

トリクロロ酢酸
連続した作業日のうちで週末の作業終了後に採尿してください。
（作業終了２時間前に一度排尿することが望ましいです）

使用溶剤名

マンデル酸及びフェニル
グリオキシル酸の総量

連続した作業日の最初の日以外の作業終了時に採尿してください。
（作業終了２時間前に一度排尿することが望ましいです）

スチレン
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